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動物細胞のゲノム育種時代はじまる
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11鎖が結合したタンパク質を よく使われるのが、チャイニー 安価だ。 バイオぷ前線
簿タンパク貨とi!f:，b:が、 111鎖は ズハムスター卵巣由来細胞 (C

ゲノム膏穫のナピゲーター ⑪ 
績が速なって鎗合してできる。 日O細胞). i官飯のバイオ医療

11鎖lま血液型に関連するなど、 品のうち実lこ3分のlを生. これほど産業界で活用されて 漢を可能とするベクターを東洋

さまざまな生体内での織能を包 し、大混菌、静穏と並んで最も いるCHOI面抱だが、近年まで 紡と開発している

い、主主体内活性には積鎖修豊富が よく用いられている宿主だ ゲノムも含めて塞主主的解胡はさ H .パワー・エクスプレス・エ

欠かせな11. 員凋方t創立、目的の.~ンパ れていなかった.1草島大学工学
Eをa O E 

レメントーと名付りられた配列

署警績の徳造l主主主納によって鍵 ク質遺伝子を含むペク~-‘遣 部生物工学視の大政健史教授ら を用いた発現系l孟、!Jt修医薬を

なり、異舗としても毘織され び箆)DNAを梅祭これで組 I立、 CHO絶掲のゲノム断片を 代表とする.タンパク賓室繋品

る.ヒトに役与する.タンパク 換えCHoa胞を祭き、細胞を 保持するパクテリア人工染色体 生産にこれから利用されようと

貨の生量l立、ヒトに近い纏鎖修 たくさん洛獲して紹O3外に.タ ライブラりーを梅察した。 している。

飾が可能なm物細胞を使う必要 ンパク実を分~させる. CHO細胞のゲノムl立、ヒト このライブライリーを用いて、

がある。 抗体lま1リットル当たり10グ やマウスより少し小さい程度の CHO細胞の決色体の変化をま草 S置築協力:日本生物工学会

ハムスター由来の細飽
ラムの濃度での生産も可能.焔 非常に巨大なもので、構築した しく解析.ライブラリーから遺 www.sbj.or.lp 

養にかかるコストも、 1グラム ライブラりーも12.万個以上のク 伝子の発漢を安定に保つ配列を

'闘務総飽のなかで、とりわ11 銭体あたり数ドル程度の非常に ローンからなる.同教授らは、 単隠し、 CHO細胞での安定発 次聞は11月16自に渇厳


